
フクシマからエネルギーを変える！ 
　　　　～地元ガス会社の戦い2150日の記録～ 
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相良元章（さがら　もとあき） 
 
 
◆昭和41年12月生まれ（50才） 
 
 
◆福島県福島市出身 
 
　明治大学政治経済学部　経済学科卒業 
  　卒業後、神奈川県鎌倉市の骨董屋さんに就職したが挫折 
　　その3年後帰郷し現在に至る。 
 
 
　【現在の役職】 
　株式会社アポロガス　専務取締役 
　フェニーチェほっとリビング株式会社　代表取締役 
　ふくしま新電力株式会社　代表取締役 
　NPO法人太陽光発電と再生可能エネルギー普及協会　理事長 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他 

自己紹介 
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3.11 
東日本大震
災で全ての
価値観 

が変わった 

この先いったいどうなるんだろう？ 
それまでは 
中小企業のよりどころは「地域密着」 
 
地域で雇用を産み出し納税するのが 
中小企業の本懐だと 
先生や先輩方に教わってきた。 

原発事故によりそのよりどころである 
地域そのものが無くなるかもしれない 

じゃあ、俺たち 
これからどうすればいいの？ 



家族と山形県米沢市に避難する 
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交通事故に遭う1-① 
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交通事故に遭う1-② 
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交通事故に遭う2-① 
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交通事故に遭う2-② 
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見舞いに来た先輩経営者に 
しかられる 

「お前は震災でも事故でも死ななかっ
たんだから、何か使命があるはずだ。 
 

将来あの震災の時に何を考え、どう行
動したかが問われる時が必ず来る。 
 

今こそ１００年後の後輩から評価され
る仕事をしなさい。」 
�



ちなみに福島の県民性あるある 
秘密のケンミンSHOW　2015/8/6放送 
　　　　　　「全国転勤ドラマ　辞令は突然に」から 
 
全国驚愕の習慣BEST3 第1位 
福島県「会議で積極的に発言しない!?」 
 

福島県では、会議などでも進行役の話をだまって頷きなが
ら聞き、最後まで発言しないというのは当たり前!?　何か
意見があれば、会議が終わったあとでこっそりと担当に伝
える。 
 

極めて消極的で争い事を避ける県民性 
⇒これからは周りを気にせずバリバリ行こう！ 
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震災後の活動 



応急仮設住宅へアプローチ 

もちろんガスも供給!(^^)! 

神奈川県のナイス(株)と連系し、いち早く県内業者と建築ネットワークを構築 

フェニーチェほっとリビング 株式会社 
�

ţ�ıııNıııOǎÓiÌÓim8ÍĚÉ[
®ĹĺĵĹĿ�
ııııııııııııııııııııııŋńņĶĸĺļĵĽĿĻĵŀŁĿŀŤŅŃŎĶĸĺļĵĽĿĻĵĿŁľĻı�
ţĂııııııııııØǎĺĸĹĺqǋp~ĺļqǌŀ�ı�
ţċııı�ıııěǎĹĸĴĸĸĸĴĸĸĸ,�

ţ�ıııúıııïǎ�ú=ìxŤÊó#Ùı�
ţ�ı¤ı+ıcǎğ�"ó�]ſĈVŤ�4¿¤Ť]t¤�
ţăıĄı@ıÛǎtĂ¤ă@ǋòǍĺĽǌÚĺŀľļĽBŤ]t¤ă@ǋĹǌÚĻĸĺĻBŤııııııııı�
ııııııııııııııııııııııætÞU�5�ÇĞÚĺĹĲĽĸļĳÚĻĻĹĿBŤ�
ţŌŊņııŔŝŝśłķķşşşĶŒőřŕŐőĵŔŗĶŐŚŘķı�

復興型新築住宅事業へ進出 
応急仮設住宅から復興住宅への流れをとらえ順調に営業中 
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体験型見学学習施設の建設 



太陽光発電の販売実績 
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太陽光メンテナンス協同組合の設立 
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ソーラーカーレースにスポンサー参加 
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ひかり通信事業～アポロひかり～ 
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ふくしま新電力の設立 
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ふくしま新電力設立の経緯 
・FIT開始当時から発送電分離・電力会社の分社化を視野に入れながら 
　新電力の準備を始めた。 
 
・しかし調べれば調べるほど「電気は儲からない」ことが判明し混乱する 
 
・ガス顧客を守るためという消極的な動機で事業始めることを決断 
　↑ライバル会社がセット販売などをすると面倒 
　↑業界内競争の激化（切り替えブローカーの暗躍） 
　↑2017年4月からガスも自由化 
 
・もう少し調べると、高圧は少し儲かるかも？ 
 
・高圧は別会社にして利益追求し、低圧家庭用はガスとセットし顧客を守る 

ふくしま新電力の役割 
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福島新エネ社会構想 
�ŸŽƍ�Ĝ�

福島県新エネ社会構想 
機密性○機密性○

○ イノベーション・コースト構想の新エネ分野を加速化
○ その成果も活⽤しつつ、福島全県を未来の新エネ社会を先取りするモデル創出拠点とするための取組を推進

○ 福島県を再⽣可能エネルギー先駆けの地とすべく、再⽣可能エネルギー設備導⼊や、再⽣可能エネルギー研究所創設を⽀援
○ 福島浜通り地域の産業基盤の創出を⽬指す原動⼒としてイノベーション・コースト構想を推進（再エネを重要な柱に位置づけ）

＜産総研福島再エネ研究所＞
○⽇本唯⼀の新エネ特化型研究所の創設
＜福島浮体式洋上⾵⼒＞
○福島沖にて世界最⼤級の７０００KW基

＜他の地域には無い⽀援＞
○送電設備の整備や変電所の増強

＜重要送電線の増強⽀援＞
○⾵⼒適地の阿武隈、双葉エリアから東京電⼒への送電
線敷設を電⼒会社が参加した新しい仕組みで⽀援

再エネの導⼊拡⼤
〜福島の思いを受け⽌めた最⼤限の⽀援〜

＜⽔素をつくる＞
○⾵⼒等による⼤規模⽔素製造
（世界最⼤となる１万KW級の実証）
＜貯める、運ぶ＞
○次世代の⽔素輸送・貯蔵技術のフィールド実証
○海外再エネを⽔素に転換して福島に輸⼊
（ＦＳ等実施）
＜使う＞
○⽔素混焼発電
（IGCC等の活⽤による）
○再エネ⽔素ステーションの整備

⽔素社会実現のモデル構築
〜世界に先駆けて再エネから⽔素を作り、貯め、使う〜

スマートコミュニティの創出
〜再エネ・⽔素活⽤による復興まちづくりの後押し〜

○新地町、楢葉町における実証 ○CO2フリー⽔素タウンのモデル創出 ○全県⼤への展開（ＦＳ調査の実施）

未来の新エネ社会のモデル創出

新エネ産業集積
※福島県内の企業の研究開発を
重点⽀援するスキームの構築

再エネ先駆けの地へ 未来の新エネ社会モデルの
世界への発信

※下記例⽰に加え、構想実現会議での提案、
議論を踏まえ具体的項⽬を追加

福島新エネ社会構想

継続して取り
組む事項

これまでの取組

新エネ社会構想

資料２

1
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機密性○機密性○⽔素社会実現に向けた対応の⽅向性
� ⽔素社会の実現に向け、⽔素の需要側と供給側の双⽅の事業者の⽴場の違いを乗り越えつつ、産学官が協⼒して
ステップバイステップで取組を進める。
・ フェーズ１（⽔素利⽤の⾶躍的拡⼤）： ⾜元で実現しつつある、定置⽤燃料電池や燃料電池⾃動⾞

（FCV）の活⽤を⼤きく広げ、我が国が世界に先⾏する⽔素・燃料電池分野の世界市場を獲得する。
・ フェーズ２（⽔素発電の本格導⼊／⼤規模な⽔素供給ｼｽﾃﾑの確⽴）： ⽔素需要を更に拡⼤しつつ、⽔素

源を未利⽤エネルギーに広げ、従来の「電気・熱」に「⽔素」を加えた新たな⼆次エネルギー構造を確⽴する。
・ フェーズ３（トータルでのCO2フリー⽔素供給システムの確⽴）： ⽔素製造にCCSを組み合わせ、⼜は再エ

ネ由来⽔素を活⽤し、トータルでのCO2フリー⽔素供給システムを確⽴する。

2020年

2030年

2040年

フェーズ１
⽔素利⽤の⾶躍的拡⼤

（燃料電池の社会への本格的実装）

2009年 家庭⽤燃料電池／14年 FCV市場投⼊

2017年 業務・産業⽤燃料電池：市場投⼊
2020年頃
・ｴﾈﾌｧｰﾑ⾃⽴化（PEFC80万円／SOFC100万
円）
・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ⾞の燃料代と同等以下の⽔素価格の
実現
・FCV4万台程度：⽔素ｽﾃｰｼｮﾝ160箇所程度

2025年頃
・ﾎﾞﾘｭｰﾑｿﾞｰﾝ向けのFCVの投⼊、及び同⾞格の
ハイブリッド⾞同等の価格競争⼒を有する⾞両価
格の実現
・FCV20万台程度：⽔素ｽﾃｰｼｮﾝ320箇所程度
→ 2020年代後半に⾃⽴化

2030年頃
・FCV80万台程度

2020年代後半
・海外からの⽔素価格（プラント引渡価格）30
円/Nm3

2030年頃
・海外での未利⽤エネ由来⽔素の製造、輸送・
貯
蔵の本格化
・発電事業⽤⽔素発電： 本格導⼊ 2040年頃

CCSや国内外の再エネの活⽤との組み合わ
せによる
CO2フリー⽔素の製造、輸送・貯蔵の本格化

フェーズ２
⽔素発電の本格導⼊／

⼤規模な⽔素供給システムの確⽴

フェーズ３
トータルでのＣＯ２フリー
⽔素供給システムの確⽴

⽔素供給体制の構築⾒通しを
踏まえた計画的な開発・実証

開発・実証の加速化
⽔素供給国との戦略的協⼒関係の構築

需要拡⼤を⾒据えた安価な⽔素価格の実現

東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸで
⽔素の可能性
を世界に発信
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イノベーションコースト構想 
福島県浜通り地方 



農
林
水
産
業  
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ー
産
業  

ロ
ボ
ッ
ト
産
業  

リ
サ
イ
ク
ル
関
連
産
業  
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■風力発電拠点形成プロジェクト（陸上風力） 

■水素によるエネルギー貯蔵・効率的利用プロジェクト（モデル事業） 

福島県風力発電構想 
○ 豊富な風力資源を活用して風力
発電の導入拡大と県内への関連
産業集積を図り、復興を牽引 

○ 行政と民間事業者が連携して計
画的に風力発電事業を実施 

○ 県内事業者の参加促進や、風力
発電を通じた地域貢献を推進 

○ 環境・景観対策の徹底 
○ 風力発電に加え、周辺地域の再
エネも連系が可能な共同送電線
を敷設 

南相馬
変電所 

新
福
島
変
電
所 

東福島 
変電所 

地域間連系線 

2F 

1F 

南いわき開閉所 

＜ 現 状 ＞ 
¾  接続可能な変電所
の存在や事業可能な
風況か見込めること
などから、阿武隈地
域と沿岸部を対象と
して計画に着手 

¾  県が、風況調査や
環境アセスメントの
調査を広域的に実施 
 

＜当面の予定＞ 
 ・ 県による発電事業者の公募（平成 

 ２８年末以降） 
 ・ 国、県、発電事業者、電力会社に
よる送電線整備について検討の場を設
置（「福島新エネ社会構想骨子」） 

 
＜必要な施策＞ 
・ 早期実現のための、環境アセスメン
トや各種許認可等手続きの迅速化 

・ 再エネ設備導入への継続的な支援 
・ 送電線の新設や運用管理に関する国
や電力会社等による多角的な支援 

 
 

【現状】 
 ●再生可能エネルギー次世代技術開発事業(H25～H27) 
   ⇒㉘以降も産総研と連携し水素の実用化に向けた実証研究を推進 
 ●福島新エネ社会構想において「水素社会実現に向けたモデル構築」が骨子に明記(H28.6) 
 ●東京都、産総研、東京都環境公社と福島県が連携協定を締結(H28.5) 
   ⇒CO2フリー水素の活用とそれを通じた再エネ導入の推進を目指す 

【平成29年度】 
再エネ由来の水素
利活用の仕組みづ
くりに向け、各取
組みに必要な確か
な財源の確保が不
可欠 

産総研福島再生可能エネルギー研究所に
おいて開発した水素混焼エンジン 
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水素 
供給事業 
への挑戦 
福島県産水素の
地産地消モデル
構築を目指して 

福島県産水素を復興のシンボルとして東京オリンピック・パラリンピックへ向け供給

福島水素（いわき）
・水素製㐀
・カードル充填

Ｉ Ｈ Ｉ（相馬市）
・スマコミ事業

福島県産水素の地産地消モデルの事業性を検証し、水素社会を早期に実現する
人材育成や非常時対応について実証と検証を進める
東北道・常磐道・磐越道・東北中央道等の高㏿道路網で繋がるネットワークを活用した広域供給
（東京オリンピック・パラリンピックでの福島県産水素の供給）
移動式水素ＳＴから定置式ＳＴへの転換へ向け、ノウハウの提供

東北道・仙台へ
常磐道・仙台へ

東北中央道・山形へ

磐越道・新潟へ

東北道・首都圏へ 常磐道・首都圏へ

浜通り地域
・2019年水素供給予定

2020年の目指すべき姿と役割

産総研 （郡山市）
・フリー水素の製㐀、充填
・技術協力
・人材育成への協力

ふくしま水素エナジー（福島市）
・ＦＣＶ導入と水素の供給
・人材育成
・非常時対策

東京オリンピック、パラリンピックへ
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を

事業の実施体制（役割）

商用水素の供給
カードル運搬

フリー水素の製造、
移動式ＳＴへの充填、

技術協力
人材育成への協力

再エネを利用した
水素製造

カードル充填

【事業計画の策定、補助金申請、事業の実行、事業の成果検証】

再エネを
使った

水素製造

福島県
福島市
郡山市

移動式水素ＳＴの
製造と納入

ふくしま水素エナジー株式会社（仮）

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社

協力・サポート

３つの事業
・水素供給事業
・人材育成事業
・非常時対策事業

出資
人材 出資 人材 広告料

共同申請者

福島水素(株)

水素ＳＴ
リース

事業主体

定置式水素ＳＴの
製造と納入
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私たちが 
目指す未来 



アポログループの構成 
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わたしたちがいま出来ること 

これから出来そうなこと 



もちろん住宅も建設・販売出来ます 

訳：サステナブルで快適な住環境 
　　の実現を ふくしまから 

おらいをいまっとさすけねぐ 

私たちのしたいことを一言で言うと 



お客様メリットは分かりやすいか？ 
ステークホルダーにメリットはあるのか？ 

例えば 
●ネットゼロエネルギーハウス支援事業（経産省） 
 
●地域型住宅グリーン化事業（国交省） 
 
【ある住宅営業マンの意見】 
・まずは似たような補助金が２つあることがややこしい 
・どちらも申請やプロセスが面倒な割に直接的なメリットが少ない 
・補助金がもらえるか確信が持てないのでお客様に教えない 
・補助金の名前が長すぎて覚えられない 
・家の値段を上げれば会社の値引き額が増えるだけ 
・そもそもお客様はスマホだけでおなかいっぱい、HEMSとか無理 
・機械が壊れたまたは操作が分からない度に呼ばれたらかなわん 
・新しいことはこれ以上覚えられないので会社辞めます 

それでもなかなか進まない家のスマート化 
課題はやっぱり「ひと」 

まず金融機関対策を 

優先してほしい 



ふくしまが 
笑えば 

世界が笑う 
 

ご静聴ありがとうございました 


